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施設の概要  
 
施 設 名 称 
 

ふくしま森の科学体験センター（愛称：ムシテックワールド） 
 
施 設の� 的  
 

ムシテックワールドは、展示・映像・実験・観察・物づくりを通して、身近な生活に潜む先

端科学技術を学ぶとともに、自然のすばらしさに触れ、私たちの生活や環境を見直すことので

きる施設です。様々なプログラムの体験によって、子どもたちの「なぜだろう」という知的好

奇心を触発し、自然の不思議さ、科学の楽しさを満喫することができます。 
 
学 �利用 日  

長期休業期間中・祝日を除く 毎週  火・水・木・金曜日 

※ 祝日の翌日は休館日です。平成 23 年度カレンダー（21・22 �ージ）でお確かめください。 
 

施 設 � 容 
 
延床面積：約 3,876 ㎡ 

施設名 概           要 

サイエンスステージ 正面にステージと２００インチのスクリーンがあり、一度に１００

名を収容できる階段式観覧席をもつ小ホール。 
なぜだろうランド 昆虫をテーマとした体験展示室。上下階はスロープで移動。 

須賀川フライトアカデミー 
簡易な操縦体験のできる遊覧飛行と本格的訓練飛行が体験できるフ

ライトシミュレータを設置。２階デッキ部分には、実機コックピッ

トも展示。 

ネーチャー情報コーナー ビオトープやフィールドに生息する動植物を紹介するコーナー。 

なぜなぜルーム ガス、水道がついた実験テーブルが並ぶ教室型実験室。３０万倍の

走査型電子顕微鏡、６００倍のマイクロＣＣＤスコープ、液体窒素

発生装置も設置。 科学実験教室 

わくわくルーム 木工用電動工具、工作台などのある教室型工房。２室のしきりをは

ずし、１００人収容の大型教室としても利用可能。 創作工房 

科学情報センター 

エントランスホールにパソコンを２０台設置。昆虫や科学に関する

独自のデータベースやソフト、インターネットの利用が可能。リア

ルタイムの気象情報を表示する気象観測システムも設置。図書コー

ナーには、科学や環境を中心とした図書を充実し、調べ学習に最適。

季節により、カブトムシなどの生態展示も行う。 

四季牡丹 須賀川の花「牡丹」を通年咲かせる栽培技術を紹介する温室。 

レストラン ４８席。外のデッキ部分（４８席）もテラスとして使用可能。 

その他 水生生物観察用のビオトープ、野外観察基地としてのエコハウス、

里山の自然に親しめるフィールドワークのコースも利用可能。 

専用駐車場 大型バス・乗用車 
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サイエンスステー�

● サイエンスショー（所要時間：約 30分）

学期 テーマ 対象学年 関 連

１ 光と音 全 学 年
小３理「光の性質」

中１理「光と音」

小３理「風やゴムの働き」他

小４理「天気の様子」「もののかさと温度」他

小５理「天気の変化」他

空 気 全 学 年 小６理「生き物のくらしとかんきょう」「人とかんきょう」

中１理「身の回りの物質」

２ 中２理「天気とその変化」

中３理「地球と宇宙」「自然と人間」

小４理「電気の働き」

小５理「電流の働き」

電気と磁石 全 学 年 小６理「電気の利用」

中２理「電流とその利用」

中３理「科学技術と人間」

３ お楽しみ 全 学 年 小、中理全般

通年 おもしろ実験 幼 児 ～ 小生活

小 低 ・ 中 小理

● 映像オリエンテーション（所要時間：15分～ 20分）

全 学 年 ２０８０年ムシテック科学研究所 小生活、小理

小学校 1年 そだててみよう 小１生活

小学校２年 すくすくだいへんしん 小２生活

小学校３年 どこにいるかな わかるかな？ 小３理「昆虫と植物」「身近な自然の観察」

小学校４年 きせつと生き物たち 小４理「季節と生物」

小学校５年 花粉をはこぶ工夫 小５理「植物の発芽、成長、結実」

小学校６年 カブトムシ 変態の秘密 小６理「生物と環境」

中学校 1年 昆虫の世界「見る」 中１理 プロローグ

中学校２年 昆虫の世界「食べる」 中２理「動物の生活と生物の変遷」

中学校３年 昆虫の世界「生まれる」 中３理「生物の連続性」

�験��（虫の��験��ー）

小１，２生活、小３～６理全般

中１理「身の回りの現象」、中２理「動物の生活と生物の変遷」、中３理「生物の連続性」「自然と人間」
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● 実 験 教 室

〔 基礎講座 〕

連関年学象対名ムラグロプ№

１ ｱ ﾙ ｺ ｰ ﾙ ﾗ ﾝ ﾌ ﾟ を使おう 小４～小６ 小４理「アルコールランプの使い方」

２ ガスバーナーを使おう 小４～小６ 小６理「ガスバーナーの使い方」

３ 顕微鏡を使おう 小５～ 小５理「けんび鏡の使いかた」、中１｢顕微鏡の使い方｣

４ 気体を集めよう 小６～ 小６理｢燃焼のしくみ｣｢水溶液の性質｣、中１｢身の回りの物質｣

連関年学象対名ムラグロプ№

〔 実験講座 〕

１ 電気をつくってみよう 小１～小２ 小１生活、小２生活

２ 磁石でペッタン 小１～小２ 小１生活、小２生活

３ こすって遊ぼう 小１～小２ 小１生活、小２生活

４ 小さな世界 小１～小２ 小１生活、小２生活

５ ビーカーポップコーン 小１～小２ 小１生活、小２生活

６ 空気で遊ぼう 小１～小３ 小１生活、小２生活、小３理「風やゴムの働き」

７ ポップコーンのはじける科学 小３～小４ 小４理「金属、水、空気と温度」

８ 電気を流そう 小３～小４ 小３理「光の性質」、小４理「電気の働き」

９ 磁石で遊ぼう 小３～小４ 小３理「磁石の性質」

１０ たのしい静電気 小３～小６ 小３理「電気の通り道」小４理「電気のはたらき」

1１
ドライアイスで

小３～小６
小４理「金属、水、空気と温度」

」質性の液溶水「理６小験実ろしもお

1２ 小さな生き物しらべ 小３～小６ 小４理「季節と生物」、 小５理「動物の誕生」

13 空気のふしぎ 小４ 小４理「空気と水の性質」「金属、水、空気と温度」

1４ 光電池で電気をつくろう 小４～小６ 小４理「電気の働き」

1５ 水と水蒸気 小４～小６ 小４理「金属、水、空気と温度」

小４理「金属、水、空気と温度」、小５理「もののとけかた」

16 寒剤でアイスクリーム 小４～
小６理「水溶液の性質」
中１理「身の回りの物質」、中２理「化学変化と原子・分子」
中３理「化学変化とイオン」

1７ 空気で実験 小５～小６ 小５理「天気の変化」他、小６理「生物と環境」

1８ いろいろな電池 小５～小６ 小４理「電気のはたらき」

1９ 磁石の世界 小５～小６ 小５理「電流のはたらき」小６理「電気の利用」

２０ 電気のはたらき 小５～ 小５理「電流の働き」、小６理「電気の利用」、中２理「電流の働き」

２１ 蒸しパン 小５～ 中２理「化学変化と原子・分子」

２２ ふしぎな化学変化 小５～
小６理「水溶液の性質」
中１理「身の回りの物質」、中２理「化学変化と原子・分子」

２３ カラフルホットケーキ 小５～ 小６理「水溶液の性質」、中１理「身の回りの物質」

2４ 二層ゼリーの科学 小５～ 小５理「物の溶け方」、中１理「身の回りの物質」

2５ 液体窒素 中１～ 中１理「身の回りの物質」、中３理「科学技術と人間」

2６ 小動物ミクロの世界 中１～ 中１理「プロローグ」、中３理「自然と人間」

2７ 錬金術銅の七変化 中１～ 中２理「化学変化と原子・分子」、中３理「科学技術と人間」

2８ 線香花火 中１～ 中２理「化学変化と原子・分子」

２９ 色ガラス 中１～ 中２理「化学変化と原子・分子」

３０ ドライアイス実験 中１～ 中１理「身の回りの物質」

３１ 静電気実験 中１～ 中２理「電流とその利用」

３２ ミルクの科学 中１～ 中１理「身の回りの物質」

3３ マドラー 中１～ 中１理「身の回りの物質」

3４ 食塩の科学 中１～ 中１理「身の回りの物質」

3５ 電磁石と磁界 中１～ 中２理「電流とその利用」

3６ 燃料電池実験 中１～ 中２理「化学変化と原子・分子」、中３理「エネルギー」

3７ 熱と蒸気のエネルギー 中１～ 中３理「エネルギー」

3８ ニッケルメダル 中１～ 中３理「科学技術と人間」

４



● 工 作 教 室

〔 基礎講座 〕

〔 工作講座 〕

連関年学象対名ムラグロプ№

1、2 切 っ て か ざ ろ う 、 切 っ て み よ う 小１～小６ 小生活、総合

連関年学象対名ムラグロプ№

１ やじろべえ 小1～小３ 小１，２生活

２ 音を出そう 小1～小３ 小１，２生活

３ マジックマグネット 小１～小３ 小１，２生活、小３理「磁石の性質」

４ プラバンアクセサリー 小１～小４ 小１，２生活

５ おどる磁石 小１～小４ 小１，２生活、小３理「磁石の性質」

６ のぼり虫 小１～小４ 小１，２生活、小３理「磁石の性質」

７ 種子の模型 小１～小４ 小１，２生活、小３理「昆虫と植物」、小５理「植物の発芽と成長」

８ スライム 小１～小４ 小１，２生活

９ 紙とんぼ 小１～小６ 小１，２生活、小３理「風やゴムの働き」

10 浮沈子 小１～
小１，２生活、小４理「空気と水の性質」
中１理「身の回りの物質」

小１，２生活、小３理「昆虫と植物」

11 葉脈標本しおり 小１～ 小５理「植物の発芽、成長、結実」、小６理「植物の養分と水の通り
道」、中１理「植物の生活と種類」

12 ミツロウキャンドル 小１～ 小１，２生活、小３理「昆虫と植物」､小４理「季節と生物 」､中１理「身の回りの物

質」、中２理「動物の生活と変物の変遷」、中３理「自然と人間」

13 ゴムで動かそう 小３～小４ 小３理「風やゴムの働き」

14 風で動かそう 小３～小４ 小３理「風やゴムの働き」

15 さかさまふりこ 小３～小６ 小５理「振り子の運動」

16 発泡ｽ ﾁ ﾛ ｰ ﾙ ｶ ｯ ﾀ ｰ 小３～小６ 小３理「電気の通り道」、小５理「電流の働き」、小６理「電気の利用」

17 ヤゴのジェット推進 小３～小６ 小３理「昆虫と植物」、小４理「季節と生物」

18 万華鏡 小３～ 小３理「光の性質」 中１理「身の回りの現象」

19 虹色万華鏡 小３～ 小３理「光の性質」 中１理「身の回りの現象」

20 ラッパ笛 小３～小６ 総合

21 牛乳パック望遠鏡 小３～
小３理「光の性質」、小６理「月と太陽」

中１理「身のまわりの現象」、中３理「地球と宇宙」

22 牛乳パックから紙すき 小３～ 小中総合

23 色水温度計 小４～
小４理「天気の様子」「金属、水、空気と温度」小５理「天気と気温の変化」

中１理「身の回りの物質」、中２理「気象とその変化」

24 電流イライラ迷路 小４～ 小３理「電気の通り道」、小５理「電流の働き」、小６理「電気の利用」

25 月の満ち欠け早見盤 小４～ 小４理「月と星」、小６理「月と太陽」、中３理「地球と宇宙」

26 電気ブランコ 小５～
小５理「電流の働き」、小６理「電気の利用」

中２理「電流とその利用」

27 化石のレプリカ 小５～ 小６理「大地のつくりと変化」、中１理「大地の変化」

28 牛乳パックカメラ 小５～ 小３理「光の性質」、中１理「身の回りの現象」

29 マジックボックス 小５～ 小３理「光の性質」、中１理「身の回りの現象」

30 七宝でブローチ 小５～ 中１理「身の回りの物質」

31 電磁石ブザー 小６～
小５理「電流の働き」、小６理「電気の利用」

中２理「電流とその利用」

32 ビー玉万華鏡 小６～ 中１理「身の回りの現象」

33 カルメ焼き 中１～ 中２理「化学変化と原子・分子」

34 ＣＤ分光器 中１～ 中１理「身の回りの現象」

35 液体万華鏡 中１～ 中１理「身の回りの現象」

36 ホバークラフト 中１～ 中３理「運動とエネルギー」

37 七宝焼き 中１～ 中１理「身のまわりの物質」

38 ミラーボックス 中１～ 中１理「身の回りの現象」
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● フ ィ ー ル ド ワ ー ク

〔 基礎講座 〕

連関年学象対名ムラグロプ№

１ 双眼鏡を使おう 小４～ 総合

２ 木工工作道具を使おう 小５～ 総合

【荒天時中止プログラム】

連関年学象対名ムラグロプ№

小１,２生活、小３理「身近な自然の観察」「昆虫と植物」

１ フィールドたんけん 小１～小６ 小４理「季節と生物」、小５理「植物の発芽、成長、結実」

小６理「植物の養分と水の通り道」「生物と環境」

２ ネーチャーツアー 中１～
中１理「プロローグ」「植物の生活と種類」

中２理「動物の生活と生物の変遷」、中３理「自然と人間」

【荒天時でも実施可能なプログラム】

３ 水の中の生き物さがし 小１～小４ 小１,２生活、小３理「身近な自然の観察」

４ 水生生物観察 小５～小６ 小５理「動物の誕生」、小６理「生物と環境」

５ 水の汚れしらべ 小５～小６ 小６理「水溶液の性質」「生物と環境」

小５理「植物の発芽、成長、結実」

６ 押し花標本 小５～ 小６理「植物の養分と水の通り道」

中１理「植物の生活と種類」

７ 水質調査 中１～
中１理「身の回りの物質」、中２理「化学変化と原子・分子」

中３理「自然と人間」

８ 水生微生物観察 中１～ 中１理「プロローグ」、中３理「自然と人間」

９ 土壌生物観察 中１～ 中１理「大地の成り立ちと変化」、中３理「自然と人間」

10 火山灰観察 中１～ 中1理「大地の成り立ちと変化」、中３理「自然と人間」

【荒天時専用プログラム】 ※荒天時のみの実施で、第二希望としてお選びください。

11 まつぼっくり 　
小１～ 小１,２生活、小３理「身近な自然の観察」

キーホルダー

12 押し花しおり 小１～

小１,２生活、小３理「花と実をしらべよう」、小５理「植物の発芽、

成長、結実」、小６理「植物の養分と水の通り道」

中１理「植物の生活と種類」

13 小枝のペンダント 　小４～ 小４理「季節と生物」、小５理「植物の発芽と成長」

14 木工工作 小５～ 総合
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利  用  案  内 
 

入 館料・ 材料 費  

入館料：無料です。 
材料費：選択したプログラムによって実費をいただきます。 

利用当日、参加する児童・生徒分をまとめ、受付にてお支払いください。 

休  館  日  

定期休館日：毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日（土・日の場合は開館） 
年末年始休館日：12 月 29 日～1 月 3 日 

※ 尚、点検及びプログラム入れ替えのため、臨時休館日（12 月 20 日）がございます。 

開 館時間  

9：00～16：30 

� ��関  

貸切（団体）バス、乗用車でのご利用になります。近隣地図（���）をご参照ください。 

※ 専用駐車場（大型バス・乗用車）がございます。 

利 用方法  

申込方法： 学校でのご利用は予約制となります。予約は受付順になっております。 

①来館日の 1 ヶ月前までに、日程が空いているか電話でお問合せください。 
②プログラムメニューから利用するプログラムを選択し、カリキュラムを組んで

ください。 
③利用日の１ヶ月前までに「学校利用申込�」（18 �ー�）を��してください。

（FAX 可） 
④次年度の予約は前年度の１月より承ります。 

申 込 先：  ふくしま森の科学体験センター（ムシテックワールド） 
 TEL：0248-89-1120  FAX：0248-89-1121 
   
注意事項：①利用可能日については年間カレンダー（21・22 �ー�）をご参照ください。 

②利用に関して、ご要望や配慮事項がありましたら、事前にご連絡ください。 
      ③複数校の利用がある場合には、プログラムを調整させていただくこともございま

すので、ご了承ください。 

そ の 他：①来館日の２週間前までに「学校利用実施計画案」をお送りしますので、ご確認の

上、ご連絡ください。 
②事前指導資料「ムシテックワールドで楽しく学ぼう」（24 �ー�）をお役立てく

ださい。 
③ムシテックワールド利用計画の検討や事前指導の際に利用できる「ムシテックワ

ールド施設案内」ビデオもございます。ご利用いただく場合には電話でお問い合

わせください。 
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プ  ロ  グ  ラ  ム 
 

サ イエン スス テージ  
 
場    所：サイエンスステージ  
所要時間：15 分～50 分（選択するプログラムによって異なります）     定  員：100 名 
科学への興味を呼び起こし、当館での活動への意欲を引き出す「サイエンスショー」と「映像オリ

エンテーション」を組み合わせたステージです。 
※ ５０分単位でプログラムを計画する場合にお勧めです。(ショーと展示の組み合わせも可能) 

● サイエンスショー（所要時間：約 30 分） 

※ 身近なテーマを題材に科学への興味を引き出す利用者参加型のショーです。  
学期 テーマ 対象学年 内         容 

１ 光と音 全 学 年  
レーザー光や光ファイバー、ネオン管などを利用し発色や光

の進むようすなどの光の性質を紹介したり、ストロー、フィ

ルムケースなどを用いて音の出るしくみを紹介したりする。

２ 空 気 全 学 年  
目に見えない空気について、その気体としての性質を紹介す

るとともに、大気圧の存在や風によるちからの大きさを体感

する様々な実験を行う。 

２ 電気と磁石 全 学 年  
電気を使って遠くに情報を伝えるしくみや静電気の性質をつ

かった実験を行う。また、電気は光や熱、動力などさまざま

に形を変え日常生活に利用されていることを紹介する。 

３ お楽しみ 全 学 年  自然科学における様々な分野の実験を行う。 

通年 おもしろ実験
幼 児 ～  

小 低・中  
ふしぎで楽しい実験を見たり体験したりして身近な生活の中

に潜む自然にたっぷりと浸ることができます。 

 
● 映像オリエンテーション（所要時間：15 分～20 分）��プログラムからの選択となります。 

全 学 年 
２０８０年ムシテック科学研究所 

未来の科学に結びつく昆虫の不思議な魅力を紹介し、先端科学技術への興味や関

心を呼び起こす映像ショー。 

小学校 1 年 そだててみよう  

小学校２年 すくすくだいへんしん  

小学校３年 どこにいるかな わかるかな？ ドラえもんのクワガタ図鑑 

小学校４年 きせつと生き物たち チョウチョとあそぼう 
森の妖精の大変身 

小学校５年 花粉をはこぶ工夫 水辺の昆虫たち 

小学校６年 カブトムシ 変態の秘密 生態系を守ろう 

中学校 1 年 昆虫の世界「見る」 チョウ 飛翔の秘密（Ⅰ） 

中学校２年 昆虫の世界「食べる」 アリ 群棲の秘密 

中学校３年 昆虫の世界「生まれる」 自然界のそうじやさん 消えた死骸 
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体 験展示 �虫 の眼体 験ツア ー�  
 

場  所：なぜだろうランド 
所要時間：30～50 分 
定  員：100 名 

身近な小動物「昆虫」をテーマとした体験型の展示室です。巨大な昆虫展示によって、昆虫

たちの不思議な生態、技術や進化、そして環境と共存するメカニズムを紹介しています。 

展  示  名 内          容 

小さな巨大都市 
「シロアリの摩天楼」 

不思議な土のかたまりがシロアリの巨大な巣だという素
朴な驚きと、巣の高度な空調システムが人間生活へ応用
の可能性のあるエコロジカルな技術であることを知る。

蚊は小さなセンサーマシン 
「小さな吸血鬼の秘密」 

蚊の吸血メカニズムをリアルな模型で体感し、それらが
医療技術へのヒントになっていることを知る。 

「ミツバチハウス」 
本物のミツバチの集団生活の観察によってミツバチの様々
な行動の不思議さに気づく。自然と人工の六角形を紹介
するコーナーも設置し、ハニカム構造の巧みさに触れる。

虫の眼飛行体験 
「トンボの複眼スコープ」 

トンボの眼を通して見える景色などを体感し、驚異の虫
の世界への導入のひとつとする。 

ジャイロ効果体験 ハエや蚊が飛行中の姿勢を安定させるためのジャイロの
しくみを体験する。 

「虫のスピード記録」 虫によって異なる飛行スピードと飛行軌跡を視覚的にと
らえる。 

過酷な環境で生き残るウラワザ 
｢びっくり砂漠のゴミムシダマシ｣

砂漠に暮らすゴミムシダマシの生態解説を通して、苛酷
な環境に適応するサバイバル技術を理解する。 

おかしな昆虫の擬態展 
「どこにいるのかな忍者ムシ」 

ウィルス進化説やダーウィンの進化論とも関わる昆虫の
擬態を紹介し、擬態の驚きや不思議さを感じる。 

虫の口の機能が分かる 
「昆虫たちの晩餐会」 

昆虫の様々な口器の違いが、脚から口器への進化や食物
との深い関わりがあることを知る。 

「不思議カイコの生態展示」 カイコの生態をリアルに観察するとともに、次世代物質
として研究されているシルクへの関心を高める。 

驚異のスーパー繊維 
「クモの糸」 

伸縮性・強度に優れるクモの糸の強さを体感し、人間が
先端技術で作り出そうとしている糸よりも丈夫な繊維を
生命体が造り出していることを知る。 

小さな精密機械 
「昆虫の飛行技術」 

飛ぶための翅には様々な形や羽ばたきスピードがあるこ
とを知る。また、昆虫の飛行技術の解析が、運動制御・
姿勢制御等の技術開発につながる可能性を知る。 

世界の最先端 
「昆虫ロボットの世界」 

昆虫ロボットを例として、ロボットの世界における最先
端の技術分野には昆虫からヒントを得たものがたくさん
あることを知る。 

ごろりんシアター
「変態の秘密」 

１つの生命体が劇的な変化をする節足動物の「発生」や
「変態」を通して、生命の進化の不思議を感じる。 

福島の昆虫展 
～虫の系統図～ 

福島に棲息する身近な昆虫が標本となって大集合。
昆虫の違いの発見と身近な自然に対する関心を深める。

人のくらしと昆虫
～虫の博物ギャラリー～ 

古くからの人と虫との関わりを人文科学の観点から紹介
し、くらしの様々なところに息づく昆虫に気づく。 

 
● ここでは、見学しながら昆虫に関する問題を解いていく「ムシはかせクイズ」も用意して

います。クイズ実施を希望される場合は、申込時にその旨をお伝えください。 
●   
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実 験教室    
 

場 所：なぜなぜルーム・科学実験教室 
所要時間：50 分 
定  員：各教室 40 名 
材 料 費：実費 
スタッフの指導で誰もが科学者気分を味わえる実験室です。 
一人一人が直接実験・観察に参加することによって、科学の不思議な現象をより身近に感じ、
科学の楽しさを味わうことのできるプログラムです。 
��プログラム�ニ�ーからの��になります。 
〔 ���� 〕 
 

№ プログラム名 対象 
学年 内          容 材料

費 

１ アルコールランプ

を使おう 
小４～ 
小６ 

マッチのつけ方とアルコールランプの使い方を学ぶ。 
また、アルコールランプで水を温める実験も行う。 無料

２ ガスバーナーを 
使おう 

小４～ 
小６ 

ガスバーナーを分解してつくりを知る。 
ガスバーナーの正しい使い方を学ぶ。

無料

３ 顕微鏡を使おう 小５ 
～ 

プレパラートの作り方や一人一台ズーム式顕微鏡を使ってその操

作手順を学ぶ。
無料

４ 気体を集めよう 小６ 
～ 

二酸化マンガンと過酸化水素水で酸素を発生させる。水上置換法

で気体を集め、酸素の性質を調べる実験を行う。 無料

●  き きたい  
〔 実験�� 〕 
 

№ プログラム名 対象 
学年 内          容 材料

費 

１ 電気を 
つくってみよう

小１～ 
小２ 

手回し発電機で電気をつくり、豆電球を光らせたり、電動ミニカ
ーやプロペラを動かしたりする簡単な実験を行う。 無料

２ 磁石でペッタン 小１～ 
小２ 

実験室の中にある磁石につくものをさがしたり、磁石をつかった
科学おもちゃで簡単な実験を行ったりする。 無料

３ こすって遊ぼう 小１～ 
小２ 

いろいろなものをこすって静電気を作り、簡単な実験を行う。 
無料

４ 小さな世界 小１～ 
小２ 

ふだん目にしている身の回りの物のしくみやつくりを、一人一台
の双眼実体顕微鏡で観察する。 無料

５ ビーカー 
ポップコーン 

小１～ 
小２ 

ビーカーの中でトウモロコシを加熱し、はじけるようすを観察す
る。はじけた後「トウモロコシの皮はどうなる？」「かさはどう
なる？」を調べる。 

無料

６ 空気で遊ぼう 小１～ 
小３ 

吸盤や扇風機を使って、目に見えない空気を体感できる実験や空
気砲づくりをする。  

 
無料

７ ポップコーンの 
はじける科学 

小３～

小４ 

ビーカーの中でポップコーンを加熱し、はじけるようすを観察す
る。はじける前後で重さに変化があるのかを調べ、はじける理由
を学ぶ。 

無料

８ 電気を流そう 小３～ 
小４ 

身近なもので電気の流れるもの、流れないものを調べる。 
また、「直列つなぎ」や「並列つなぎ」で電球をつけたり、モー
ターを動かしたりする。 

無料

９ 磁石で遊ぼう 小３～ 
小４ 

磁石につくもの、つかないものを調べる。磁石どうしではたらく
力を調べながら、引き合う力や反発する力を利用した実験を行う。

無料

10 たのしい静電気 小３～ 
小６ 

ストローや風船などをこすって静電気を作り、ついたり離れたり
する性質を利用した実験を行う。     

無料

１1 
ドライアイスで 

おもしろ実験 
小３～ 
小６ 

ドライアイスの温度や発生する気体の性質を調べるなどの、さま
ざまな実験を行う。          

１班 
500 円

1２ 
小さな 

生き物しらべ 
小３～ 
小６ 

昆虫など、小さな生き物のからだのつくりを、一人一台の双眼実
体顕微鏡で観察する。 無料
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13 空気のふしぎ 小４ 空気の重さを測定し、その重さを体験する実験を行う。容器の中
に雲をつくる実験なども行う。 無料

14 
光電池で 

電気をつくろう
小４～ 
小６ 

光電池でモーターや電子オルゴールを動かしたり、発電量と日光
の関係を調べたりする実験を行う。 無料

15 水と水蒸気 小４～ 
小６ 

水をどんどん熱して、沸騰する温度や水蒸気の温度を調べ、水蒸
気が冷えて水になるようすを観察する。 無料

1６ 
寒剤で 

アイスクリーム
小４～ 

 
氷と塩をまぜ合わせて温度が下がるようすを調べながら、牛乳・
生クリーム・卵黄をかきまぜてアイスクリームを作る。 無料

1７ 空気で実験 小５～ 
小６ 

真空中でのマシュマロのようすの観察、空気を圧縮してマッチの
火をつける実験などを行う。 無料

1８ いろいろな電池 小５～ 
小６ 

果物、野菜、炭などを使って電池を作り、そのしくみを調べる。 無料

1９ 磁石の世界 小３～

小４ 
磁石の性質を調べながら、身の回りのもので磁石につくものつか
ないもの、磁石になるものならないもの調べる。 無料

２０ 電気のはたらき 小５～ 電磁石や発電、コンデンサ、電気による発熱など電気のはたらき
と利用について学ぶ。 無料

2１ 蒸しパン 小５～ 
 

ふくらし粉の量を変えて蒸しパンを作り、その中に含まれる炭酸
水素ナトリウムのはたらきを調べる。 

１班
100 円

２２ ふしぎな化学変化
小５～ 

 

酸素の発生を利用して一気にあわが吹き出す実験や、２つの水溶
液をまぜ合わせて数秒後にパッと変色する実験（時計反応）など
を行う。               （小学生用・中学生用）

無料

２３ 
カラフル 

ホットケーキ 
小５～ 

 
紫イモの粉に含まれる色素「アントシアニン」の酸性やアルカリ
性で色が変わる性質を利用して２色のホットケーキを作る。 

１班
200 円

2４ 二層ゼリーの科学
小５～ 

 
ジュースに含まれるクエン酸で牛乳のタンパク質が固まる変化を
調べながら、２層に分かれるムースゼリーを作る。 

１班
100 円

2５ 液体窒素 中１～ 
 

液体窒素を用いて、超低温でおこる空気の液化、超伝導現象など
さまざまな実験を行う。 無料

2６ 小動物 
ミクロの世界 

中１～ 
 

昆虫や小動物などのからだのつくりを一人一台の双眼実体顕微鏡
で観察する。                

無料

2７ 
錬金術 

銅の七変化 
中１～ 

 
ムシテック銅板に亜鉛をメッキして銀色にし、さらに金色に変化
させる実験を行う。 

１人
100 円

2８ 線香花火 中１～ 
 

鉄、アルミニウム、マグネシウムなどの金属の粉を線香花火のよ
うにして燃焼させ、反応のようすを調べる。 無料

２９ 色ガラス 中１～ 
 

二酸化ケイ素、酸化鉛、四ホウ酸ナトリウムの混合粉末に金属塩
をまぜて熱し、融解したガラスを金属皿に流し込んで色ガラスを
作る。

１班
100 円

３０ ドライアイス実験
中１～ 

 
ドライアイスの昇華や水溶液の性質を調べるなど、さまざまな実
験を行う。 

１班
500 円

３１ 静電気実験 中１～ 
 

静電気が発生したときに起こるさまざまな現象を実験によって調
べる。                 

無料

３２ ミルクの科学 中１～ 
 牛乳や生クリームの変化を観察しながらチーズやバターを作る。 １班

200円

３３ マドラー 中１～ 
 

ガラス管をガスバーナーでふさぎ、管の中にビーズを入れて、オ
リジナルのかき混ぜ棒を作る。 

１人
100 円

３４ 食塩の科学 中１～ 
 

「食塩」を使って実験・観察をする。炎色反応で食塩の成分を調
べたり、顕微鏡で結晶の観察などを行ったりする。 

１班
200 円

３５ 電磁石と磁界 中１～ 
 

磁界の性質を調べながら、電流によって発生する磁界を利用した
フレミング左手の法則検証実験や大型モーター模型を使用した実
験を行う。 

無料

３６ 燃料電池実験 中１～ 
 

水素と酸素のガスを燃料電池に送り、電流を取り出す実験を行う。
新しいエネルギー源として注目されている燃料電池をモデルによ
って体験する。 

無料

３７ 
熱と蒸気の 

エネルギー 中１～ 
水を沸騰させて得た蒸気でプロペラを回す実験により、発電の原
理を観察する。また、熱エネルギーを電気や運動エネルギーに変
換する実験を行う。

無料

３８ ニッケルメダル 中１～ ムシテック銅板を硫酸ニッケル液につけて電流を流し、イオンの
はたらきでニッケルメッキをする実験を行う。 

１人
100 円
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工 作教室  

場 所：わくわくルーム・創作工房 
所要時間：50 分 
定  員：各教室 40 名 
材 料 費：実費 

作業テーブルを自由に配置できるレイアウトフリーの工作室です。 
誰もが「遊び」感覚で楽しく工作プログラムに取り組め、できあがった作品は持ち帰れます。 

（材料費はすべて１人�たりの��になります。） 

下�プログラムメニューからの��になります。 

〔 ����� 
 
№ プログラム名

対象 
学年 内          容 材料費

１ 切ってかざろう 小１～小３ はさみで紙をいろいろな形に切り、ボンドで貼りつけて、メッセ
ージカードを作る。 無料

２ 切ってみよう 小３～小６ はさみやカッターナイフ、小刀などの使い方を学びながら、簡単
なものづくりを行う。 無料

●   
〔 工作��� 

№ プログラム名
対象 
学年 内          容 材料費

１ やじろべえ 小 1～小３ 
身近な材料を使い、重心を１点で支えるとゆらゆらゆれながらバ

ランスをとる、うでが１～３本のやじろべえを作る。 無料

２ 音を出そう 小 1～小３ ストロー笛や紙笛など、音のでるおもちゃを作る。 無料

３ マジック 
マグネット 

小１～小３ 磁石によって引きつけられ、浮いているように見える「風船（紙）」
が、磁力線を遮ることで、下に落ちるというおもちゃを作る。 100 円

４ プラバン 
アクセサリー 

小１～小４ 
ポリスチレン製の板が、熱せられると縮むという特性を利用し、

オリジナルのアクセサリーを作る。 無料

５ おどる磁石 小１～小４ 磁石の反発を利用して、ゆらゆらとおどるように動くふりこ型の

おもちゃを作る。 
100 円

６ のぼり虫 小１～小４ 
自分で描いた虫の絵が、パイプに沿って上向きに移動していくと

いう、磁石を使ったおもちゃを作る。 200 円

７ 種子の模型 小１～小４ 
植物は種子を遠くに飛ばすために様々な工夫をしている。マツや
カエデ、シンジュ、アルソミトラの種子の模型を作って飛ばし、
その動きを観察する。

無料

８ スライム 小１～小４ ホウ砂と液体洗濯のりを使って、ペタペタ・ニュルニュルする不

思議な感触のおもちゃを作る。
無料

９ 紙とんぼ 小１～小６ 
厚紙と竹ぐしを使って、竹とんぼと同じ形・同じ仕組みの飛ぶお

もちゃを作る。 無料

1０ 浮沈子 小１～ 
水を入れたペットボトルをにぎって浮力を調整し、中の物を沈め
たり浮かべたりするおもちゃを作る。 

1
無料

1１ 葉脈標本しおり 小１～ アルカリ溶液で処理した木の葉から葉肉の部分を洗い流し、葉脈
だけを取り出して、美しい葉脈標本のしおりを作る。 無料

1２ 
ミツロウ 

キャンドル 
小１～ 

ハチの巣を固めて作ったロウを溶かし、芯のまわりに少しずつロ
ウをつけていくという方法で、一人一人微妙に形が異なるオリジ
ナルキャンドルを作る。

300 円
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1３ ゴムで動かそう 小３～小４ 身近な材料を使って、ゴムの力で動くおもちゃを作る。 無料

1４ 風で動かそう 小３～小４ 身近な材料を使って、風の力で動くおもちゃを作る。 無料

1５ さかさまふりこ 小３～小６ プラスチック板を使って、板の長さや重さに合わせて振動を与え
ると思い通りに揺らすことができる不思議なふりこを作る。 無料

16 
発泡スチロールカ

ッター 
小３～小６ ニクロム線の発熱を利用して発泡スチロールを切る、電池式のカ

ッターを作る。さらに、発泡スチロールを切ってパズルを作る。 100 円

17 
ヤゴの 

ジェット推進 
小３～小６ 

トンボの幼虫「ヤゴ」が移動するときに使うジェット噴射の原理を利用したロケッ

トを作り、飛ばす。 ���������������������� 1 ��
100 円

18 万華鏡 小３～ ３枚の鏡を使い、様々な模様が映し出される万華鏡を作る。 100 円

19 虹色万華鏡 小３～ 回折格子による光の回折を利用して、様々な模様が映し出される
万華鏡を作る。 100 円

20 ラッパ笛 小３～小６ ストロー笛に塩ビ管とペットボトルをつないで、ラッパ型の楽器を作る。
���������������������

無料

21 
牛乳パック 

望遠鏡 小３～ 牛乳パックと凸レンズ・凹レンズを利用して倍率が約３倍のガリ
レイ式望遠鏡を作る。 ��������������������

100 円

22 
牛乳パックから 

紙すき 小３～ 牛乳パックをこまかくちぎってパルプ化し、紙すき用の枠ですく
ってハガキを作る。              �����������

無料

23 色水温度計 小４～ 
ビニールチューブをつないだペットボトルに色水を入れ、温度変
化によってチューブの中を水が上下する簡単温度計を作る。 

���������������������
100 円

24 
電流イライラ 

迷路 小４～ 針金で作った迷路に触れないように、リングを通すというおもちゃを作る。
針金とリングが触れるとブザーが鳴る。 200 円

25 
月の満ち欠け 

早見盤 小４～ 知りたい年月日の「月の見かけの形」を調べる早見盤を作る。 100 円

26 電気ブランコ 小５～ コイルの電気が流れることによって生じる磁気と永久磁石の作用
によってゆれるブランコを作る。 100 円

27 化石のレプリカ 小５～ 
粘土に化石の型をとり、石膏を流し込んで固め、化石のレプリカ

を作る。 
100 円

28 
牛乳パック 

カメラ 小５～ 
凸レンズを通った光がスクリーンに逆さまの像を映し出すカメラ
を作る。感光紙を利用して写真撮影も試みる。 

（���：���������������
100 円

29 
マジック 

ボックス 小５～ 偏光板のはたらきにより、しきりの壁があるように見えるが、ボ
ールがその壁を通り抜けてしまう不思議な箱を作る。 200 円

30 七宝でブローチ 小５～ ガラスの粉でできた釉薬を台座にのせ、高温で焼いてチョウやト
ンボの形のキー

300 円

31 電磁石ブザー 小５～ 電磁石が鉄片を引きつける性質を利用してブザーを作る。 200 円

32 ビー玉万華鏡 小６～ ビー玉を通した風景が３枚の鏡に映り、不思議な模様を作り出す
万華鏡を作る。 200 円

3３ カルメ焼き 中１～ 炭酸水素ナトリウムの熱分解により、プクーッとふくれる楽しみ
を味わいながら、甘くておいしいカルメ焼きを自分の手で作る。 無料

3４ ＣＤ分光器 中１～ CD を利用して光のスペクトルが観察できる分光器を作る。 無料

3５ 液体万華鏡 中１～ 液体洗濯のりの中をゆっくりと流れ落ちるビーズによって様々な
模様が映し出される万華鏡を作る。

300 円

3６ ホバークラフト 中１～ モーターが送り出す下向きの風によってスイスイとすべるように
動くホバークラフトの模型を作る。

300 円

3７ 七宝焼き 中１～ ガラスの粉でできた釉薬を使って模様をつくり、高温で焼いて色
や光沢の美しいキーホルダーを作る。 300 円

3８ ミラーボックス 中１～ 鏡を削って立方体に組み合わせ、光の反射を利用して立体的な模
様を浮かび上がらせる不思議な箱を作る。 100 円

13



 

 
フ ィール ドワ ーク  
 

場    所：屋外・エコハウス         期  間：４月～１０月 
所要時間：50 分 
定  員：40 名 

隣接のフィールド、ビオトープ、エコハウスなどを活用し、自然環境に親しみ、理解を深める

ためのプログラムです。観察や調査のしかたが学べ、理科の授業をはじめ総合的な学習の時間

にも最適です。 
 
下�プログラム���ーからの選�になります。なお、【荒天時中止プログラム】をお選びい

ただいた場合、【荒天時専用プログラム】の中から第２希望のプログラムをお選びください。 
 
※ ���止のため、屋外で活動するプログラムにおいては、��・�動�および���ンの

�用をお�いいたします。 
※ ��した動植物は���れません。 
 

【基礎講座】 

№ プログラム名 対象 
学年 内        容 材料費

 
１ 

 
双眼鏡を使おう 

 
小４～ 

 
双眼鏡の基礎的な操作方法を学ぶ。 

 
無料 

 
 
２ 

 
 
木工工作道具を 
   使おう 

 
 
小５～ 

 
のこぎりや彫刻刀、やすりなど木工工作で使用する

道具の使い方を学ぶ。（使用する道具に関しては相談

に応じます） 

 
 

無料 

 
 
 
【荒天時中止プログラム】 

 
 
 
１ 

 
 
 
フィールドたんけん 
 

 
小１ 
～ 

小６ 

ムシテックワールド周辺のフィールドを利用して、

自然体験活動をおこなう。例えば、虫探しや植物調

べ、ドングリ拾い、リアル読み聞かせ（※）など、

自然の中で活動する。 
（講座の内容については、そのときの環境によって

異なります。要望がある場合はご相談ください） 

 
 
 

無料 

 
 
２ 

 
 
ネーチャーツアー 
 

 
 

中１～

ガイドの案内による自然観察活動。その時期に見ら

れる動植物の活動や生きるための知恵を学んで、自

然に対する興味関心を高める。 
（講座の内容については、そのときの環境によって

異なります。要望がある場合はご相談下さい） 

 
 

無料 

 
※リアル読み聞かせ…絵本と読み聞かせと絵本に登場する生き物を探しに野外に出かけます。 
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�荒天時でも実施��なプ�グラ�� 

３ 水の中の 
生き物さがし 

小１ 
～ 

小４ 

ビオトープ（池）に生息している生き物をつかまえ
て観察し、分類する。※長靴を持参していただくと、
より良い活動ができます。    （荒天時���具）
 

無料 

４ 水生生物観察 
小５ 
～ 

小６ 

ビオトープ（池）で水生生物を採集し、顕微鏡を用
いて体の特徴を調べる。※長靴を持参していただく
と、より良い活動ができます。 （荒天時���具）

無料 

５ 水の汚れしらべ 
小５ 
～ 

小６ 

各自持参した水について、簡単なパックテストを行
い、水の汚れぐあいを調べる。 

（調べる水５����を�� 1 本����さい。）
無料 

６ 押し花標本 小５～
野の花をつんで、図鑑で名前を調べ、電子レンジを
利用して押し花をつくり、標本を作る。 無料 

７ 水質調査 中１～
各自調べたい水を持参し、その水についてパックテストな
どを用いて、いろいろな項目を測定する。 

（調べる水５����を��１本����さい。）
無料 

８ 水生微生物観察 中１～ ビオトープや水たまりでプランクトンなどの微生物
を採取し、顕微鏡で観察する。 無料 

９ 土壌生物観察 中１～ 森林の中の土を採取し、ツルグレン装置の使い方や
土の中にいる生物の観察の仕方を学ぶ。 無料 

10 火山灰観察 中１～
火山灰を双眼実体顕微鏡で観察し、火山灰がどのよ
うなものからできているかを学ぶ。 無料 

 
 
�荒天時�用プ�グラ��※荒天時のみの実施で、第二希望としてお選びください。

11 
まつぼっくり 
  キーホルダー 

 
小１～

 
まつぼっくりをつかって、キーホルダーを作る。 無料 

12 押し花しおり 小１～
いろいろな押し花から好きなものを台紙に飾り付け
て、ラミネートをして、押し花のしおりを作る。 無料 

13 小枝のペンダント 小４～
木の枝を小刀でけずり、えんぴつの形をしたかざり
を作る。 無料 

14 木工工作 小５～

小枝や板、自然素材などを使って、自分で好きなも
のを自分で作る。 

（使用する道具や材料は対象学年によって変更しま
す） 

無料 
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タイムテーブル 

プログラム名 体 験 展 示 
虫の眼体験ツアー 

サイエンス

ス テ ー ジ

実  験  教  室 工  作  教  室 
フィールド

ワ ー ク科学実験

教 室

なぜなぜ

ル ー ム
創作工房

わくわく 

ル ー ム 

定 員 １００名 １００名 ４０名 ４０名 ４０名 ４０名 ４０名 

１時限 

9:00～9:50 
       

２時限 

10:00～10:50 
       

３時限 

11:00～11:50 
       

昼食        

４時限 

13:00～13:50 
       

５時限 

14:00～14:50 
       

(1) 到着時刻や帰校時刻の都合によって１時間単位で時間を設定できない場合は、体験展

示又はサイエンスステージプログラムをご活用ください。 

(2) 昼食場所を希望される場合にはその旨をお伝えください。時期や天候、利用者数によ

って、２階デッキ、エコハウス、レストラン等をご用意いたします。 

(3) 雨天時のみの利用を希望される場合、対応できるプログラムは展示プログラムのみと

なります。また、その際、昼食場所は確保できませんのでご了承ください。 

(4) 各プログラムは、９：００、１０：００、１１：００、１３：００、１４：００から

開始となります。プログラム開始の１０分前までにご来館ください。 

 

 コース作成例  （4 クラスで 5 時限利用の場合） 

クラス 1組（  名） 2組（  名） 3 組（  名） 4 組（  名） 5組（  名）

１時限 
サイエンスショー 

昆虫の世界「見る」 

サイエンスショー

昆虫の世界「見る」

（実験）

線香花火

体 験 展 示 

虫の眼体験ツアー 
 

2 時限 
（工作） 

紙とんぼ 

（フィールド）

水質調査 

サイエンスショー

昆虫の世界「見る」

サイエンスショー 

昆虫の世界「見る」 
 

3 時限 
体 験 展 示 

虫の眼体験ツアー 

（工作）

紙とんぼ 

（フィールド）

水質調査 

（実験）

線香花火 
 

昼 食      

4 時限 
（実験） 

線香花火 

体 験 展 示

虫の眼体験ツアー

（工作）

紙とんぼ

（フィールド） 

水質調査 
 

5 時限 
（フィールド） 

水質調査 

（実験） 

線香花火 

体 験 展 示

虫の眼体験ツアー

（工作） 

紙とんぼ 
 

  ※実験教室及び工作教室はそれぞれ２プログラムまで選択可能です。 

16



 

       学 校 利 用 申 込 書 （記入例） 
平成 ２３  年  ４  月  ２８ 日 提出 

（フリガナ） 
 

学 校・ 園名 

スカガワシリツニジ ダイ 

須賀川市立虹の台中学校 
電 話 番 号 ０２４８（ ８９  ）１１２０ 

F A X 番 号 ０２４８（ ８９  ）１１２１ 

所 在 地 

〒962-0728 
 
須賀川市虹の台１００ 
 

校（園）長名 養老 孟司 

担 当 職 員 名 虹の台 太郎 

利 用希 望日 
平成 ２３年    ７月     １日（ 金  曜日） 
午前・午後      ９時  ００分頃から     午前・午後      ３時  ００分頃まで 

利 用 人 数 学年：１  学級数：４ 園児児童生徒数：１２７名 引率者数： ６名 合 計：１３３名

利 用 形 態 □授業利用  ■総合学習利用  □学校行事  □その他（           ） 

利 用 目 的 体験学習を通して、科学や自然、環境等への興味・関心を高める 

希 望 
プ ログ ラム 

クラス 1 組（３２名） 2 組（３１名） 3 組（３２名） 4 組（３２名） 5 組（  名）

１時限 
 

サイエンスショー 
昆虫の世界・見る 

 

サイエンスショー

昆虫の世界・見る

 
線香花火 

 
展示見学 

 
 
 

2 時限 紙とんぼ 水質調査 サイエンスショー

昆虫の世界・見る

サイエンスショー 
昆虫の世界・見る 

 

3 時限 展示見学 紙とんぼ 水質調査 線香花火  

昼 食      

4 時限 線香花火 展示見学 紙とんぼ 水質調査  

 
5 時限 

 
水質調査 線香花火 

 
展示見学 

 
紙とんぼ  

来 館 方 法 1. 貸切バス     ３ 台   2. その他（緊急時対応用自家用車１台） 

 
 
 
備    考 
 
(ご要望や配慮

事項がございま

したらお書き下

さい) 

・昼食会場希望                ■有  □無 
・体験展示での「ムシはかせクイズ実施」希望  ■有  □無 
・事前の下見希望               □有  ■無 
 
①水質調査においては、環境に関する学習と関連させるため、水の汚れを中心に調

べさせてほしい。 
②２組に１名ケガにより移動が難しい生徒がいるため、備え付け 

の車イスを借用したい。 

記入上の注意 
 希望プログラムの欄には、各クラスごとに希望プログラム名をお書きください。また、（  名）に

は、プログラムに参加する児童・生徒数をお書きください。 
 ご利用日の１�月前までにＦＡＸでご提出ください。（FAX ０２４８－８９－１１２１） 
 ご利用の詳細につきましては、随時担当職員に連絡させていただきます。 

１時間の場合映

像を組み合わせる

該当する項目に 
チェックを入れる

要望や留意事項

を記入する 
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学 校 利 用 申 込 書 
平成     年     月     日 提出 

（フリガナ） 
 

学 校・ 園名 
 

電 話 番 号 （     ）     

F A X 番 号 （     ） 

所 在 地 

〒 
 
 
 

校（園）長名  

担 当 職 員 名  

利 用希 望日 平成   年     月      日（    曜日） 
午前・午後       時     分頃から     午前・午後       時    分頃まで 

利 用 人 数 学年：   学級数：  園児児童生徒数：   名 引率者数：  名 合 計：   名

利 用 形 態 □授業利用  □総合学習利用  □学校行事  □その他（           ）

利 用 目 的  

希 望 
プ ログ ラム 

クラス 1 組（  名） 2 組（  名） 3 組（  名） 4 組（  名） 5 組（  名）

１時限  
   

  
 
 
 

2 時限      

3 時限      

昼 食      

4 時限      

 
5 時限 

 
     

来 館 方 法 1. 貸切バス       台   2. その他（                      ）

 
 
 
備    考 
 
(ご要望や配慮

事項がございま

したらお書き下

さい) 

・昼食会場希望                □有  □無 
・体験展示での「ムシはかせクイズ実施」希望  □有  □無 
・事前の下見希望               □有  □無 
 
 

記入上の注意 
 希望プログラムの欄には、各クラスごとに希望プログラム名をお書きください。また、（  名）に

は、プログラムに参加する児童・生徒数をお書きください。 
 までにＦＡＸでご提出ください。（FAX ０２４８－８９－１１２１） 
 ご利用の詳細につきましては、随時担当職員に連絡させていただきます。 
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 20

教 材 貸 出 申 込 書 
平成     年     月     日 提出 

（フリガナ） 
 

学 校 名 
 

電 話 番 号        （         ） 

F A X 番 号        （         ） 

所 在 地 

〒 
校 長 名

 

担 当 職 員 名

 

貸 出 期 間 
 
平成     年      月      日（     曜日）  ～        月      日（     曜日）

(借受来館予定時刻   時   分頃)    (返却来館予定時刻   時   分頃) 

利 用 人 数 学年：      学級数（実施回数）：        児童生徒数：         名

利 用 形 態 □授業利用  □総合学習利用  □学校行事  □その他（           ）

貸出物品名 

 
 
 
 
 
 
 
 

備 考  

返 却 確 認 
 
受領月日    月    日（   ）   受領担当者名 
 

記入上の注意 

 事前に電話でご確認ください。 （電話 ０２４８－８９－１１２０） 
 希望・要望等がございましたら、備考の欄にお書きください。 
 までにＦＡＸでご提出ください。（FAX ０２４８－８９－１１２１） 
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 20

研 修 利 用 申 込 書 
平成     年     月     日 提出 

（フリガナ） 
学 校 名 
団 体 名 

 
電 話 番 号        （         ） 

F A X 番 号        （         ） 

所 在 地 

〒 校 長 名

代 表 者 名

 

担 当 者 名
 

研 修 希 望 日 
平成     年      月      日（     曜日） 
 
午前・午後        時      分頃から     午前・午後        時      分頃まで 

参 加 人 数 名 

目 的  

希望研修内容 

  

来 館 方 法 1. 貸切バス        台   2 乗用車        台   3. その他（ ）

備 考 

・要望等がございましたらお書きください。

 
見学申し込み上の注意 

 事前の下見や職員研修（教材作成を含む）での利用の際に前もって提出していただきます。 
 まず、電話でご連絡いただき日程を調整いたします。（電話 ０２４８－８９－１１２０） 
 下見や研修の具体的な内容につきましては、随時担当職員と相談させていただきます。 
 までにＦＡＸでご提出ください。（FAX ０２４８－８９－１１２１） 
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 平成２３年度 カレンダー  
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

1 金 一般利用日 1 日 一般利用日 1 水   1 金  1 月 休館日 1 木  

2 土 一般利用日 2 月 休館日 2 木  2 土 一般利用日 2 火 一般利用日 2 金  

3 日 一般利用日 3 火 一般利用日 3 金  3 日 一般利用日 3 水 一般利用日 3 土 一般利用日

4 月 休館日  4 水 一般利用日 4 土 一般利用日 4 月 休館日 4 木 一般利用日 4 日 一般利用日

5 火 一般利用日 5 木 一般利用日 5 日 一般利用日 5 火  5 金 一般利用日 5 月 休館日 

6 水  6 金 休館日 6 月 休館日 6 水   6 土 一般利用日 6 火  

7 木  7 土 一般利用日 7 火  7 木  7 日 一般利用日 7 水   

8 金  8 日 一般利用日 8 水   8 金  8 月 休館日 8 木  

9 土 一般利用日 9 月 休館日 9 木  9 土 一般利用日 9 火 一般利用日 9 金  

10 日 一般利用日 10 火  10 金  10 日 一般利用日 10 水 一般利用日 10 土 一般利用日

11 月 休館日 11 水  11 土 一般利用日 11 月 休館日 11 木 一般利用日 11 日 一般利用日

12 火  12 木  12 日 一般利用日 12 火  12 金 一般利用日 12 月 休館日 

13 水  13 金  13 月 休館日 13 水  13 土 一般利用日 13 火  

14 木  14 土 一般利用日 14 火  14 木  14 日 一般利用日 14 水   

15 金  15 日 一般利用日 15 水   15 金  15 月 一般利用日 15 木  

16 土 一般利用日 16 月 休館日 16 木  16 土 一般利用日 16 火 一般利用日 16 金  

17 日 一般利用日 17 火  17 金  17 日 一般利用日 17 水 一般利用日 17 土 一般利用日

18 月 休館日 18 水  18 土 一般利用日 18 月 一般利用日 18 木 一般利用日 18 日 一般利用日

19 火  19 木  19 日 一般利用日 19 火 休館日 19 金 一般利用日 19 月 一般利用日

20 水  20 金  20 月 休館日 20 水  20 土 一般利用日 20 火 休館日 

21 木  21 土 一般利用日 21 火  21 木 一般利用日 21 日 一般利用日 21 水  

22 金  22 日 一般利用日 22 水  22 金 一般利用日 22 月 休館日 22 木  

23 土 一般利用日 23 月 休館日 23 木  23 土 一般利用日 23 火 一般利用日 23 金 一般利用日

24 日 一般利用日 24 火  24 金  24 日 一般利用日 24 水 一般利用日 24 土 一般利用日

25 月 休館日 25 水   25 土 一般利用日 25 月 休館日 25 木  25 日 一般利用日

26 火  26 木  26 日 一般利用日 26 火 一般利用日 26 金  26 月 休館日 

27 水  27 金  27 月 休館日 27 水 一般利用日 27 土 一般利用日 27 火  

28 木  28 土 一般利用日 28 火  28 木 一般利用日 28 日 一般利用日 28 水  

29 金 一般利用日 29 日 一般利用日 29 水  29 金 一般利用日 29 月 休館日 29 木  

30 土 一般利用日 30 月 休館日 30 木   30 土 一般利用日 30 火  30 金  

    31 火     31 日 一般利用日 31 水      

※ カレンダーの空欄部分が学校利用可能日となります。 
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※１０月３０日は開館記念無料開放日となります。 
 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

1 土 一般利用日 1 火  1 木  1 日 休館日 １ 水   1 木   

2 日 一般利用日 2 水  2 金  2 月 休館日 2 木  2 金  

3 月 休館日 3 木 一般利用日 3 土 一般利用日 3 火 休館日 3 金  3 土 一般利用日

4 火  4 金 休館日 4 日 一般利用日 4 水 一般利用日 4 土 一般利用日 4 日 一般利用日

5 水   5 土 一般利用日 5 月 休館日 5 木 一般利用日 5 日 一般利用日 5 月 休館日 

6 木  6 日 一般利用日 6 火  6 金 一般利用日 6 月 休館日 6 火  

7 金  7 月 休館日 7 水  7 土 一般利用日 7 火  7 水   

8 土 一般利用日 8 火  8 木  8 日 一般利用日 8 水   8 木  

9 日 一般利用日 9 水  9 金  9 月 一般利用日 9 木  9 金  

10 月 一般利用日 10 木  10 土 一般利用日 10 火 休館日 10 金  10 土 一般利用日

11 火 休館日 11 金  11 日 一般利用日 11 水  11 土 一般利用日 11 日 一般利用日

12 水  12 土 一般利用日 12 月 休館日 12 木  12 日 一般利用日 12 月 休館日 

13 木  13 日 一般利用日 13 火  13 金  13 月 休館日  13 火  

14 金  14 月 休館日 14 水  14 土 一般利用日 14 火  14 水   

15 土 一般利用日 15 火  15 木  15 日 一般利用日 15 水  15 木  

16 日 一般利用日 16 水  16 金  16 月 休館日 16 木  16 金  

17 月 休館日 17 木  17 土 一般利用日 17 火  17 金  17 土 一般利用日

18 火  18 金  18 日 一般利用日 18 水  18 土 一般利用日 18 日 一般利用日

19 水   19 土 一般利用日 19 月 休館日 19 木  19 日 一般利用日 19 月 休館日 

20 木  20 日 一般利用日 20 火 休館日 20 金  20 月 休館日 20 火 一般利用日

21 金  21 月 休館日 21 水   21 土 一般利用日 21 火  21 水 休館日 

22 土 一般利用日 22 火  22 木  22 日 一般利用日 22 水  22 木  

23 日 一般利用日 23 水 一般利用日 23 金 一般利用日 23 月 休館日 23 木  23 金  

24 月 休館日 24 木 休館日 24 土 一般利用日 24 火  24 金  24 土 一般利用日

25 火  25 金  25 日 一般利用日 25 水  25 土 一般利用日 25 日 一般利用日

26 水  26 土 一般利用日 26 月 休館日 26 木  26 日 一般利用日 26 月 休館日 

27 木  27 日 一般利用日 27 火 一般利用日 27 金  27 :月 休館日 27 火 一般利用日

28 金  28 月 休館日 28 水 一般利用日 28 土 一般利用日 28 :火  28 水 一般利用日

29 土 一般利用日 29 火  29 木 休館日 29 日 一般利用日 29 水   29 木 一般利用日

30 日 一般利用日 30 水   30 金 休館日 30 月 休館日   30 金 一般利用日

31 月 休館日     31 土 休館日 31 火    31 土 一般利用日
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教 材 貸 出 セ ッ ト  
下記の実験・観察器具やセットの貸出を行っています。ご希望の方はまずお電話にてご連絡く

ださい。下に記載されていないものでも貸出すことができるものもありますので、ご相談くだ

さい。期間は１週間、ご来館いただき貸出するようになります。 （ 電話 0248-89-1120 ）           

 貸出セット名  内       容 

１ 液体窒素実験セット 
○ 空気の液化や二酸化炭素の固化、ゴムボールや葉を冷やす実験などが

できる。 
液体窒素(５�,���ー��)、デ�タル温度� 

２ アイスクリーム 
つくりセット 

○ 氷と塩を混ぜて－２１℃まで温度を下げ、アイスクリームを作ること
ができる。 

��ボール、プラス�ックボール、��スプーン、��て器、 
氷かき器（�１０） 

３ カルメ焼きセット 
○ 重曹とザラメ（中ザラ糖）を材料に、甘くておいしいカルメ焼きを作

ることができる。  
デ�タル温度�、カセットコン�、カルメ焼き用おたま（�１０） 

４ 紙すきセット 
○ 牛乳パックを煮込んで細かくちぎり、パルプ化して紙すきを体験でき

る。 
紙すき用�レーム（２０）、ミ�サー（４） 

５ 化石のセット 
○ 化石を観察したり石膏と粘土を準備してレプリカを作ったりすること

ができる。  
�葉� アン��イト ビカリア イ�セラムス �ク�ス�リ��ー
メ��ザメ （�１０） 

６ 押し花作成セット 
○ 花を乾燥シートに入れておもりをのせ、きれいに色の残った押し花を

作ることができる。ラミネート機でしおりやコースター作りに挑戦！
��はさみ（１０）、押し花乾燥シート（１００） 
押し花用�ンセット（２０）、ラミネーター（１） 

７ 葉脈標本セット 
○ 重曹で葉を煮込み、歯ブラシでたたいて葉脈を取り出すことができる。

ラミネート機でしおりやコースター作りに挑戦！ 
実験用�スコン�、�����ラス�（�４）、 
歯ブラシ、下�き（�４０）、ラミネーター（１） 

８ たたき染めセット 
○ 葉をろ紙にはさんで木槌でたたき、漂白する。さらに、ヨウ素液につ

けることにより、光合成で作られたデンプンを検出できる。 
塩ビ�（�質・�質）、��ゴム�、木槌（�１０） 

９ 水生生物 
 水質判定セット 

○ 水生生物を採集し、指標生物の数を数えることにより、川の水の汚れ
具合を調べることができる。 

あみ、�ット、��スト、判定用下�き、ルー�（�１０�） 
�ンセット（４０） 

10 水質調査セット 
○ 水のにごりの程度、酸性・アルカリ性などの性質、無機イオンのおよ

その量を調べることができる。 
�電��、���、��度�（�１�） 

11 野鳥観察セット 
○ 野鳥を観察するための図鑑と双眼鏡のセット。サウンドリーダーによ

り、野鳥の鳴き声を確かめることもできる。 
野鳥図鑑、双眼鏡（�２０）、サウンドリーダー（１�） 

12 自然観察用図鑑 ○ 携帯して自然観察や調査に活用できる。 
自然�イド��し�、色�野の花図鑑、野鳥図鑑（�２０） 

13 ビデオ教材 
○ 理科の授業等で使用できるビデオ教材が約７０本。 

（詳しい内容についてはお問い合わせください。） 
自然と������（２０本）、やってみようなんでも実験（１５本） 
��図鑑（３本）、�物図鑑（１本）、��に�するビデオ�（２８本）
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研 修  利 用 
 

ムシテックワールドは学校利用の下見や教材研究・教材作成など、先生方の研修の場としてご

利用いただくことができます。個人としてでも団体としてでも受け入れ可能です。 
ご利用の際には、前もって電話でご連絡ください。日程や内容等について打合せさせていただ

きます。日程や内容等が決まりしだい、「研修利用申込書」（20 �ージ）をお送りいただくこと

になります。 
 

 
こ�な時は、ご��ください 
 
● 電子顕微鏡・デジタル顕微鏡で写真を撮って授業で使いたい！ 
● 液体窒素を使った実験を行うため、方法を学びたい！ 
● カルメ焼をうまく焼きたい！ 
● どろ団子の作り方を学びたい。 
● 水質調査をするため、パックテストの使い方を学びたい！ 
● 身近な場所での野外観察のしかたを学びたい！ 

・・・・など。 
 
ムシテックならではの装置や教材、プログラムを使っての研修を行うことができます。

            
 
 

 

 

 

������������������  

                                                        ～事前指導資料～ 

① 利用するプログラムの時間や場所を確認しておきましょう。 

② 荷物はそれぞれの教室までもっていき、指定の場所におきましょう。 

③ プログラムが終わったら、きれいに片づけをしましょう。 

    ※������������������� 

④ 休み時間に自由に展示見学やパソコン利用ができます。 

⑤ フィールドワークはエントランスホール集合となります。エコハウスやフィールドへの移動があ

りますので、開始時刻の５分前にはエントランスホール受付前まで集合しましょう。 

⑥ 昼食は学校ごとにまとまって食べることになります。指定された場所で食べましょう。 

    ※������������������������� 

⑦ 周囲のお客様に迷惑をかけることのないようにマナーを守りましょう! 

※ ����������������������������������� 

⑧ 事故防止のため、屋外で活動するプログラムにおいては、運動靴、長ズボン、帽子の着用を

お願いいたします。 
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須賀川テクニカル
リサーチガーデン

ムシテック
ワールド いずみごう


